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発 電 装 置 

フェライト磁石を用いながらも、希土類磁石並みの発電出力と効率を実現
安価な発電機が実現できます 

概要 

    株式会社 東北テクノアーチ       

    TEL 022-222-3049  FAX 022-222-3419  
    お問い合わせは、こちらからお願いいたします。 

 本発明は、安価なフェライト磁石を採用しながら、
高価な希土類磁石並みの発電出力と効率が得られ
るリラクタンスジェネレータ（可変磁気抵抗型発電機）
である。回転子極先端の形状に工夫を加え、独自の
2段積み構造を採用することで、トルクリプルを大幅
に低減。静粛な動作が可能。 

 ※トルクリプル（torque ripple）： 

 モータの回転に際してトルク変動すること。騒音・振
動の原因となる 

●応用例 
  ・小型／マイクロ発電（風力、水力など） 
  ・超高速発電（マイクロガスタービンなど） 

効果・応用例 
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外転型とし，内部のデットスペースにフェライト磁石を配置
⇒希土類磁石型と同等の発電性能を実現（材料コスト半減）

トルク波形
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回転子極先端形状の工夫＆2段積み構造により，トルクリプルを大幅に低減
⇒静粛な運転が可能
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http://www.t-technoarch.co.jp/cgi-bin/postmail/contact_anken.html?T08-080

